
平成15年松山市の坂の上の雲まちづく
り市民塾の中で、観光まちづくりをめざ
すグループが奈良の「山の辺の道」をヒ
ントに提案した。平成16年にこの道が
「美しい日本の歩きたくなる道500選」に
選ばれたことをきっかけに、平成17年

「伊
い よ や ま

予山の辺
べ

のみち」とは? NPO「伊予(い～よ)山の辺のみちを歩こう
会」(代表・森亮一さん) が発足。ウォーキン
グやガイドマップの作成、案内板の設置な
ど、この道を広め多くの人に親しんでもらえ
るよう活動している。現在会員は60人を超え
る。問合せは☎089- -943-2530
「伊予山の辺のみちを歩こう会」
森亮一さん

▲石手寺の仁王門( 国宝) に
掛けられた大わらじに行程
の無事を祈る

風土記の丘から石手寺の弘法大師像を振り返る( 見返り弘法)

▲伊佐爾波神社の駐
車場から宝厳寺へ

▼「安かゝゝと一本の道通り多理 
霊剋る和可命奈りけり」宝厳寺に
ある斉藤茂吉の歌碑。観光ボラン
ティアがする話では、一遍上人より
も茂吉と永井ふさこのロマンスの
ほうが観光客の興味をひくようだ

秋山好古の墓は日の丸の旗が目
印。左の副碑の「永仰遺光」は、好
古を永遠に仰ぎ見て、その威光を
後世に伝えたいの意味。東京の青
山霊園にも墓がある。

▼鷺谷墓地から下ったところに
道しるべを見つけた
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